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令和７年度 冬号 生徒会報 

ふれあい 

年末となりました。太陽の高度は下がり、日照時間は減り、反比例してレポートの締め切りと領収書だけが
元気に増える季節となりました。冬の冷え込みが本格化する今日この頃、友垣の皆さんはいかがお過ごしでし
ょうか。 

さて、自由で開かれた生徒会を目指す我々生徒会役員は、今号では役員各々が自由に記事を持ち寄り、文集
の形式で記事を掲載させて頂く運びとなりました。それぞれの趣味や近況、他の友垣にお知らせしたいことな
ど、様々な記事が集まりました。 
 生徒会の役員とその仕事をより身近に感じ、この記事が、皆さんにとって今後の生徒会活動に、より一層ご
参画、ご協力いただくきっかけとなれば幸いです。 

  

  ☑生徒会役員の記事/ Free Entry Section of the Lt. Student Government; 

 

NO.397 

松山東高等学校通信制課程 



 

  

テナント募集中！卒業文集「結」の原稿も募集中！！ 

12 月 14 日に生徒会役員選挙が行われ、新しい役員が決まりまし

た。12 月から 2 月にかけては、引継ぎを兼ねて、新旧役員が一緒に活

動しています。次号では、旧役員の「一年を振り返って」と新役員の「抱

負」を聞いてみたいと思います。お楽しみに！ 

新役員 

［会長］   平林 愛菜 

［副会長］  重松 千咲   渡邊 諒成 

［書記］    藤岡 志乃 

［役員］    西岡 風帆   成實 日彩   泉 凜 

        大西 咲楽   桐畑 心咲 



通信制課程では、どうしても先生方と直接話す機会が限られてしまいます。 
そこで生徒会では、先生方のことをもっと身近に感じ、お話しするきっかけにもなればと考え、インタビュー
を実施しました。今回は高校時代の思い出や、先生という業務に対する思いをうかがう三つの質問を用意し、
ご協力いただきました。(掲載に際し、ご回答は一部省略・編集しております。詳しくはご本人にお伺いしてみ
よう！)  

 

☑調査項目/questionnaires; 

Q①高校生の頃頑張っていたことは何ですか？ 

Q②担当している教科の先生になろうと思ったのは何故ですか？ 

Q③教員になって一番うれしかったことは何ですか？ 

加藤先生 

A1.［漢文読解］ 

A2.目前の人達の熱意に感動したから 

A3.3 月の卒業式 

黒田先生  

A1.通学に時間がかかったので休まず登校するのが大変でした。 

A2.高校の時、世界史(中国史)の先生がおもしろかったので歴史に興味を持ったことが大きかったと思います。 

A3.初めてクラス担任としてかかわった時、しんどいことも多かったですが楽しい一年でした。 

高市先生  

A1.部活動です。学校行事も盛んな学校でしたが、それよりも優先させてもらって、結果も出せて、燃え尽きました。 

A2.数学は高校の時に教えてもらった 2 人の先生がきっかけです。A 先生は教員になったばかりでていねいに教えてくれ成績上昇

B 先生はベテランの先生で専門的かつハイスピード授業で成績下降。この 2 人の間で翻弄されました。 

当然 A 先生を師とさせていただきました。(高 3 の時の授業は B 先生でしたが……)情報は、教員になろうと思ったことは一切あ

りません。 

A3.教え子が盛大な同窓会を開いてくれたこと。 

定年退職前の還暦(60 才)の誕生日に生徒たちが サプライズ学年集会誕生会を開いてくれたこと。 

川田先生 

A1.受験勉強を頑張りました。また、友人と息抜きで映画やカラオケに行ったのが良い思い出です。 

A2.自分が専攻していたことを活かしたいと思ったからです。 

A3.まだ大学院生をしているので、そういった経験は多くありません。しかし、生徒から先生と呼ばれると、嬉しさ半々、気恥ず

かしさ半々といった気持ちがあります(笑)。 

西岡先生 

A1.遠い所からのバス通学でしたので、部活には入れませんでした。(美術部に入りたかったのですが) 家の手伝いと家で飼って

いる犬、猫、ヤギ、ヒツジと遊んだり、コツコツ勉強していました。 

A2.「食」と「衣」に興味がありましたので、そちらの仕事をしたいなと考えていました。大学に残り調理学の助手をしながら、

食の研究と調理の“ウデ”を磨きました。 

A3.とにかく生徒さんとのふれあえる事が楽しかったです。卒業された生徒さんとも交流が続いていますよ。 

青木先生  

A1.サッカーと勉強の両立を心がけていました。 

A2.思い返せば小学生の頃から「先生」に憧れを抱いていたように思います。そんな小学生時代、6 年生の時の担任の理不尽さに

強い憤りを覚えました。「反面教師」という言葉を知ったのはこの時です。「こんな先生に教わる子どもは可哀想だ。オレがいい

先生になってやる！」子ども心に、たいそうな野望を抱いたもんです。 

A3.生徒のみんなと関わっていると思える時が嬉しいです。一度教職を離れ、ずいぶんと回り道をしてきたからでしょうか、ただ

ただ「今」が一番嬉しいです。 

  

ご協力頂いた先生方、ありがとうございました。如何でしたでしょうか。私たち生徒会役員も今回のインタビュー

を通して、先生方の以外な一面や、教員というお仕事への思いに触れ、先生方についてより身近に感じることができ

ました。 

なお、同じ質問を他の先生方にも引き続きお願いしており、次号で先生方すべてのアンケートが出揃う予定となっ

ております。 

 次号もどうぞお楽しみに！ 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 


